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令和４年度 第２回北海道地方独立行政法人評価委員会公立大学部会 議事録

１ 開催日時
令和４年８月17日（水） 14：00～14：50

２ 開催場所
本庁舎１階 Ｗｅｂ会議スペースＡ
（札幌市中央区北３条西６丁目）

３ 出席委員
鈴木 将史 部会長（国立大学法人北海道国立大学機構 小樽商科大学副学長）
伊藤 実枝子 委 員（株式会社コンフィ 代表取締役）
庄司 正史 委 員（公認会計士）
苫米地 司 委 員（学校法人北海道科学大学 理事長）
成田 吉明 委 員（医療法人渓仁会 副理事長）

４ 議事
（１）令和３年度北海道公立大学法人札幌医科大学の業務実績に関する評価結果について
（２）令和３年度北海道公立大学法人札幌医科大学の財務諸表に係る知事の承認に関する

意見について

５ 配付資料
資料１－１ 令和３年度北海道公立大学法人札幌医科大学の業務実績に関する

評価結果の概要（案）
資料１－２ 令和３年度北海道公立大学法人札幌医科大学の業務実績に関する

評価結果（案）
資料１－３ 令和３年度業務実績報告書に係る項目別確認表
資料２－１ 令和３年度財務諸表の概要
資料２－２ 令和３年度財務諸表
資料２－３ 令和３年度財務諸表に係る知事の承認に関する意見について
参考資料１ 北海道地方独立行政法人評価基本方針
参考資料２ 北海道公立大学法人札幌医科大学年度評価実施要領

６ 議事内容
議事（１）令和３年度北海道公立大学法人札幌医科大学の業務実績に関する評価結果について

（鈴木部会長）
早速議事に入りたいと思います。本日は、それぞれの議事ごとに、事務局から説明を受

け、委員の皆様からのご意見等いただきながら、審議をいただきたいと考えております。
なお、本日の議事の審議につきましては、部会の専決事項となっておりますので、本日
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の部会において決定し、８月26日に開催予定の評価委員会に、その結果を報告すること
となります。それでは、最初の議事、令和３年度北海道公立大学法人札幌医科大学の業務
実績に関する評価結果について、事務局からご説明をお願いいたします。

（事務局）
それでは、令和３年度の業務実績に関する評価結果についてご説明させていただきます。

評価結果の取りまとめ案につきまして、資料１－１、及び資料１－２でお示しさせていた
だいているところですが、はじめに資料１－３の項目別確認表をご覧いただきたいと思い
ます。
この資料１－３につきましては、法人から提出のあった業務実績報告書における自己点

検・評価に対しまして、評価委員会としての評価を確認するための資料でございます。項
目別確認表ですが、表紙を１枚めくりまして、令和３年度、年度計画に掲げられている
60項目につきまして、中ほどの欄に、法人の自己点検・評価、右側の欄に、評価委員会
の強化を記載しておりまして、Ｓが１個、Ａが53個、Ｂが６個のＳＡが54個と表示され
ているところでございます。
欄の中で網掛けとなっているところがございまして、「４（１）地域医療への貢献」の

うち、評価項目番号33番及び35番、「５（１）国際交流及び国際貢献」のうち、評価項目
番号38番の３項目につきましては、前回７月22日の部会におきまして、ヒアリング及び
意見交換を通じて検証を行った結果、法人の自己点検・評価と異なる評価結果となった項
目でありまして、それにつきまして個別にご説明させていただきます。
まず、40ページの評価項目33番をご覧ください。こちらにつきましては各種審議会委

員等の就任件数、講師等派遣件数の数値目標に関しまして、新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により依頼が減少した状況においても、オンラインも活用しながら、依頼に対し
積極的に協力したところではございますが、目標に比べて大きな乖離があるとのご議論が
ございました。これを踏まえまして、評価委員会意見としまして、右側の欄にあるとおり、
意見を付しまして、評価結果をＢ評価にすることを提案させていただくものでございます。
次に、43ページ評価項目番号35番です。こちらにつきましては、保健医療学部におけ

る公開講座等のうち、地域で勤務する看護、リハビリテーション、福祉等の専門職対象研
修会については、その次のページにも目標回数を記載しているところですが、年３回以上
のところを２回で、目標に達していないというご議論がございました。これを踏まえまし
て、評価委員会の意見としまして、右側の欄にあるとおり、意見を付しまして、評価結果
をＢ評価にすることを提案させていただくものでございます。
最後に、46ページ、評価項目番号38番をご覧ください。国際交流の着実な推進につい

て、大学間交流協定校数の増２校以上、海外留学率10％以上との数値目標を、令和６年
度までに達成する仕様となっております。大学間交流の協定校数は、令和元年度に１校結
んでおりますが、海外留学率の数値は変わらず、取り組みの進捗は足踏み状態が続いてお
り、最終的な達成が難しい状況と考えられまして、改善に向けた取り組みを進めることが
重要との議論がございました。これを踏まえまして、評価委員会の意見として、右の欄の
とおり、意見を付しまして、評価結果Ｂ評価ということを提案させていただくものでござ
います。
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この結果、もう一度、表紙の裏のページに戻っていただきますが、全60項目のうち、
自己点検・評価でのＢ評価は３項目だったのが、３項目が増えまして、６項目となったと
ころでございます。ＳとＡを含む評価につきましては90％となっております。
表の一番右側の項目別評価でありますが、昨年度と同様、中期項目の区分に従い、９項
目に区分して評価しており、年度評価実施要領に定める項目別評価の評価基準に基づき、
全てＳまたはＡの項目であれば、「Ⅳ 順調に進んでいる」、ＳまたはＡの割合が概ね９
割以上の項目は、「Ⅲ おおむねね順調に進んでいる」、ＳまたはＡの割合割合が概ね９
割未満の項目につきましては、「Ⅱ やや遅れている」と評価しています。
なお、評価基準では、「Ⅴ 特筆すべき進捗状況にある」、「Ⅰ 重大な改善事項がある」

という評価もございますが、事務局案としてはこれに該当するものがないとしております。
以上の考えの下、評価結果を取りまとめた案につきましては、次にご覧いただく資料

１－１及び資料１－２の整理させていただいているところでございます。
資料１－１は、評価結果の概要案で、資料１－２は、評価結果報告書の本体の案でござ

いますが、報告書本体でございます資料１－２をご覧ください。
資料１－２の１ページ目の最初、「１ 主旨」の欄でございますが、こちらには評価の

実施根拠などを簡潔に記載しているところでございます。
「２ 評価結果」以降に具体的な評価結果を記載しております。
「（１）全体評価」の「①総括」についてでございますが、令和３年度の業務実施状況

について検証を行い、「②業務の実施状況」のとおりであることを確認したところでござ
います。これを基に、先ほどご説明した中期目標の中項目の区分である９項目について評
価を行ったところ、「Ⅳ 順調に進んでいる」が４項目、「Ⅲ おおむね順調に進んでい
る」が１項目、「Ⅱ やや遅れている」が４項目となり、総合的に勘案しますと、令和３
年度の業務実績は、「おおむね概ね順調に進んでいる」と認められているところでござい
ます。
また、昨年度と同様ですが、令和４年度は進捗状況がやや遅れてる項目や目標に達して

いない項目について改善に取り組み、第３期中期目標期間の達成を目指していただきたい
という文言を付記しているところでございます。
２ページ目、「②業務の実施状況」でございますが、法人から提出された業務実績報告

書を基に、９項目それぞれの業務の実施状況を記載しております。
なお、令和３年度の全期間にわたって、新型コロナウイルス感染拡大の影響を強く受け

たが、対応可能な手段を検討して、代替策を講じ、計画達成に向けて取組を推進した旨を
記載しているところでございます。
また、引き続き道からの要請に応じ、感染症患者の受け入れ体制を整備し、治療に当た

るとともに、医療機関に対する支援を行うなど、地域医療体制の構築、確保に積極的に取
り組む重要な役割を果たした旨を記載しているところでございます。
以下、「１教育」から「９その他の業務運営」までの９項目それぞれの業務の状況につ

いてですが、４ページ以降の「（２）項目別評価」の主な内容を記載しておりまして、特
にＳ評価、上回って実施しているとなった取組ですとか、Ｂ評価、十分に実施してないと
いった取組について触れることとしております。
なお、「４社会貢献」及び「５国際交流及び国際貢献」におきましては、先ほど、資料
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１－３の説明でご提案させていただいた意見をそれぞれ記載しています。
４ページ以降の項目別評価ですが、それぞれ概略を説明させていただきます。
まず、４ページ「１教育」につきましては、全14項目のうち、Ａ評価が13項目、Ｂ評

価が１項目となっておりまして、全体の９割以上（92.9％）がＡ評価でございまして、項
目全体として「Ⅲ おおむね順調に進んでいる」と評価ができるということでございます。
なお、Ｂ評価は５ページの一つ目の「○学修成果の評価（評価項目番号９番）」でござ

いますが、新卒者の国家試験合格率につきまして、医師は90％となりまして、目標94％、
これに達しなかったというものでございます。
続きまして、５ページ「２研究」の分野でございます。全５項目ともにＡ評価でござい

まして、項目全体として「Ⅳ 順調に進んでいる」という評価でございます。主な取り組
みにつきましては記載のとおりでございます。
続きまして、６ページ「３附属病院」でございますが、全８項目のうち、Ａ評価が７項

目、Ｂ評価が１項目であり、Ａ評価以上が全体の９割に達しなかった（87.5％）ため、項
目全体として「Ⅱ やや遅れている」との評価となります。なお、Ｂ評価は７ページに記
載がありますが、「○病院の経営改善に向けた不断の取組（評価項目番号27番）」にござ
いますが、高度医療の提供に伴う高額医薬品の使用料増加などにより、診療収入に対する
医薬材料費の割合が目標に達しなかったものでございます。
続きまして、7ページ「４社会貢献」でございます。全10項目のうち、Ｓ評価が１項目、

Ａ評価が７項目、Ｂ評価が２項目であり、これもＡ評価以上の全体の９割に達しなかった
ため（87.5％）、項目全体として「Ⅱ やや遅れている」という評価になります。
なお、Ｓ評価は丸の一つ目、「○医師派遣の要請、診療支援体制の対応（評価項目番号

28番）」になりますが、こちらにつきましては、道との協定により入院調整業務や、宿泊
療養施設における相談医、オンコール対応、ワクチン接種会場などのために、医師の派遣
を行ったということが特に評価できるということでございます。
Ｂ評価ですが一つ目は、８ページの丸の一つ目、「○地域医療や健康づくり活動などへ

の支援（評価項目番号33番）」でございますが、先ほど、資料１－３でご説明させていた
だいたとおり、札幌医大の自己点検・評価結果と異なる評価をしており、新型コロナウイ
ルス感染症拡大の影響により依頼が減少した状況においても、オンラインも活用し、依頼
に対して積極的に協力したところでございますが、目標に比べ大きな乖離があることから、
評価結果をＢ評価とすべきであると整理しております。
Ｂ評価の二つ目は、同じく８ページの丸の三つ目、「○保健医療学部における公開講座

等の開設（評価項目番号35番）」であり、この項目につきましても、先ほど説明したとお
り、札医大の自己点検・評価結果と異なる評価でございまして、当地域で勤務する看護、
リハビリテーション、福祉等の専門職対象研修につきまして、目標に達しなかったことか
ら、評価結果をＢ評価とすべきであると整理したところでございます。
続きまして、9ページ「５国際交流及び国際貢献」でございます。こちらにつきまして

は、全２項目しかございませんが、２項目のうち、Ａ評価が１項目であり、Ｂ評価が１項
目ということになりまして、Ａ評価以上の全体の割合が９割に達してない（50％）ため
項目全体として、「Ⅱ やや遅れている」と評価をしたところでございます。Ｂ評価は、
「○海外大学等との国際交流の取組（評価項目番号38番）」でございますが、この項目に
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つきましても、資料１－3で説明したとおりですが、札医大の自己点検・評価結果と異な
る評価でございまして、指標数値目標である２項目の取組の進捗は足踏み状態が続いてお
り、最終的な達成が厳しいという状況も考えられ、改善に向けた取組を進めることが重要
と思われることから、Ｂ評価とすべきであると整理したところでございます。
続きまして、９ページ「６業務運営及び効率化」につきましてですが、こちらにつきま

しては、全６項目ともＡ評価でございまして、項目全体として「Ⅳ 順調に進んでいる」
と評価をしているところでございます。主な取り組みにつきましては、記載のとおりでご
ざいます。
続きまして、10ページ「７財務内容の改善」でございますが、全４項目のうち、Ａ評

価の項目が３項目ございまして、Ｂ評価の項目が１項目でございます。Ａ評価以上が全体
の９割に達しておらず（75％）、項目全体としては、「Ⅱ やや遅れている」との評価に
なります。
なお、Ｂ評価は、丸の一つ目、「○外部研究資金、寄付金、その他の自己収入の確保（評

価項目番号46番）」でございますが、科学研究費補助金の申請数につきまして、目標に達
しなかったものであります。
続きまして、11ページ「８自己点検評価及び情報の提供」です。こちらにつきまして

は、前２項目ともＡ評価でございまして、項目全体として、「Ⅳ 順調に進んでいる」と
いう評価でございます。主な取組については記載のとおりでございます。
最後に12ページ「９その他の業務運営」です。こちらにつきましても、全９項目、い

ずれもＡ評価ででございまして、項目全体として、「Ⅳ 順調に進んでいる」との評価に
なっております。主な取組につきましては、記載のとおりとなっております。
14ページから15ページにつきましては、「３ 項目別詳細」の「（１）総括表」として、

年度計画全60項目を列記しまして、法人の自己点検・評価と評価委員会の検証結果を一
覧形式で整理したものでございます。
16ページから21ページは、「（２）各項目」として９項目ごとのＳ、Ａ、Ｂ、Ｃの数と

主な取組状況、評価委員会の評価、特記事項を整理したものでございます。
続きまして、22ページになります。こちらにつきましては、「４ 所見」についてでご

ざいます。前回の部会において議論のございました、令和４年度の医学部入学者数につき
まして、将来の地域医療に貢献する資料人を育成するためにもＩＲを活用した検証を行う
など、来年度以降の入学者の確保に向けた取組を進めるよう期待する旨、記載しておりま
す。
ここで前回の議論のおさらいをしますと、医学部の定員につきましては、本来の定員は

実は100名となっておりまして、国の緊急医師確保対策によって２名追加の102名が、恒
久的な定員として認められておりまして、その後、地域の医師確保の観点から、毎年、臨
時定員分８名を国に要望いたしまして、それが認められ、110名となっている経緯がござ
います。
令和４年度の入試につきましては、大学共通テストの難化等により、臨時定員分８名の

うち１名しか合格しませんでした。医大でも、この結果を受け、一般試験に振り分けるこ
となどの検討したところでありまして、国にも振替が可能かどうかの確認を取ったところ
でございますが、国の通知で、地域の医師確保対策のための合格者であるため、事前に募
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集要項において、修学資金制度や卒業後の適用されるキャリア形成プログラムの詳細を明
記しなければならないことから、認められなかったとのことでございます。
入学者の確保につきましては、項目別評価には含まれておりませんが、札医大の大きな

タスクといたしまして、地域医療への貢献は課せられた使命であるといったことから、入
学者の確保につきましては、ＩＲを活用した検証などの取り組みを進めるべきという前回
の部会での議論を鑑みまして、過去の年度評価や期間評価の記載方法を踏まえて、所見と
して記載させていただいたところでございます。
最後に、23ページ以降につきましては参考といたしまして、業務実績に関する評価の

基準、北海道地方特別行政法人評価委員会公立大学部会委員名簿、本年度評価委員会及び
公立大学部会の開催状況、予定もありますが、法人の概要を記載しているところでござい
ます。以上が、資料１－２説明でございます。
資料１－１でございますが、今ご説明いたしました評価結果の概要版として作成したも

のでございまして、ただいま説明した資料１－２の全体評価及び項目別評価を抜粋した内
容としているところでございますので、説明は省略させていただきます。
令和３年度業務実績に関する評価結果（案）の説明は以上でございます。

（鈴木部会長）
はい。ありがとうございました。それでは、ただいま事務局から説明がございました評

価結果（案）について意見交換をしたいと思います。この結果につきまして、委員の皆様
から何かご意見ご質問等ございましたらお願いしたいと思います。

＜発言なし＞

（鈴木部会長）
昨年も９項目だったのですね。

（事務局）そうです。項目は変わっておりません。

（鈴木部会長）
昨年の内訳はどんな感じだったのでしょうか。昨年も全体でおおむね順調だったかと思

いますが。

（事務局）
昨年は、「Ⅳ 順調に進んでいる」が５項目、「Ⅲ おおむね順調に進んでいる」が１

項目、「Ⅱ やや遅れている」が３項目となっております。合わせて９項目でございます。

（鈴木部会長）
今回はやや遅れているというのが４項目で、おおむね順調が１項目ということで、ぎり

ぎりおおむね順調ということですね。やや遅れているというのが１つでも増えると全体評
価も下がると。以前よりもかなりメリハリのある評価と思いますが、委員の皆様いかがで
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しょうか。

＜発言なし＞

（鈴木部会長）
所見を付けたのは初めてということになるんですね。

（事務局）
年度評価につきましての所見は初めてでございます。

（鈴木部会長）
所見を今回付けたので、これを実施していただきたいと思います。
他に委員の方々から何かご質問等ございましたら、よろしくお願いします。

＜発言なし＞

（鈴木部会長）
ご意見等ございませんか。それでは、令和３年度北海道公立大学法人札幌医科大学の業

務実績に関する評価結果につきまして、この原案のとおりと決定いたしまして、評価委員
会に報告したいと思いますが、これでよろしいでしょうか。

＜「はい」「賛成です」との発言あり＞

（鈴木部会長）
ありがとうございます。それではそのように決定いたします。なお、報告内容の微細な

修正につきましては、部会長の私にご一任いただきたいと思います。

議事（２）令和３年度北海道公立大学法人札幌医科大学の財務諸表に係る知事の承認に関する意見について
（鈴木部会長）
それでは、次の議事であります。（２）令和３年度北海道公立大学法人札幌医科大学の

財務諸表に係る知事の承認に関する意見につきまして、事務局から説明をお願いいたしま
す。

（事務局）
資料２－１、２－２をご覧いただきたいと思います。
資料２－１、令和３年度を財務諸表の概要をご覧ください。本資料は、前回ヒアリング

を行いました資料２－２の財務諸表のポイントをまとめたものでございます。単位は百万
円で表記しておりまして、百万円未満を四捨五入しているため、合計金額が一致しない場
合がございますが、ご了解願いたいと思います。
また、括弧書きの数字につきましては前年度である令和２年度の金額となっているとこ
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ろでございます。
それでは資料２－１を説明させていただきます。令和３年度の収支状況を明らかにして

おります、損益計算書、右側でございますが、損益計算書の表をご覧ください。
初めに、右側の表のうちの左側の経常費用の欄についてでございますが、教育研究費、

診療経費、受託研究費、人件費、一般管理費などの経常費用がございまして、合計が380
億3400万となっておりまして、前年度と比較いたしますと11億8700万円の増となってお
ります。前年度と比較いたしますと、高額医薬品等の増に伴った診療経費が５億5100万
増、新型コロナウイルス感染症対応による人員増に伴いまして、人件費が１億7100万円
の増、大学管理棟や教育研究棟が新しく建設され、その移設に係る発生した一般管理費等
が１億3000万円、このような増加要因が挙げられており、昨年よりも増加しているとこ
ろでございます。
次に、右側の経常収益の欄をご覧ください。こちらは、運営費交付金収益、授業料、附

属病院収益、受託研究費収益、補助金等収益などの経常収益は合計で391億7100万円で、
前年度と比較いたしまして３億2700万円増加しているところでございます。
前年度と比較いたしますと附属病院収益につきましては、新型コロナウイルス感染症の

影響で、やはり入院患者数が伸び悩んだものの、外来患者数は増加しているとともに、入
院、外来の診療単価を向上させるなど、診療の確保を図った結果、3億2400万増加をいた
しまして、新型コロナウイルス感染症関連の補助金等の増加により、補助金等の収益が４
億円増加して、収益増加を図ったところでございます。
経常収益から経常費用を差し引きました経常利益につきまして、左側の経常費用の列の

下から３段目ですが、11億3000万円の利益となっておりまして、この利益から臨時損失
分400万円を引き、その引いた分が当期純利益11億3300万となっているところでござい
ます。
あわせて、令和３年度附属病院の人件費ですとか、大学の教育研究費等に充てるために、

前中期目標等の期間繰越積立金９億1900万円を取り崩して、当期総利益は記載のありま
す20億5100万円の利益となっているところでございます。
黒字決算となった要因といたしましては、附属病院におきましては、やはり新型コロナ

ウイルス感染症の患者の受入に対しまして、専用病床ですとか、医療従事者の確保が必要
なために病床の一部の休床によって、入院患者数が減少となったというマイナスの要因が
ある一方で、新型コロナウイルス感染症の病床確保の支援する国の交付金により補填され
たほか、入院、外来診療単価を向上させたなど、病院独自の経営努力によるものと考えて
いるところでございます。
なお、この当期総利益点線の矢印で繋がっている資料左側の①貸借対照表の当期未処分

利益と一致しています。
また、⑤利益の処分に関する書類（案）にあるとおり、当期総利益の処分につきまして

は、全額を目的積立金として整理をしております。ただし、当期総利益の額に変更はござ
いございませんが、積立金の整理におきまして、現在、道の財政課と協議を行っていると
ころでございまして、会計処理上発生する現金の裏付けのない利益が３億円あり、これを
積立金、残りの17億5100万円を、目的積立金として整理する方向で協議をしているとこ
ろでございます。
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これらの財務諸表につきましては、法人の監事及び会計監査人が実施した監査におきま
して、地方独立行政法人会計基準に基づいて作成されており、法人の財政状況等を適正に
表示しているとのご報告を受けております。
なお、資料２－２につきましては、７月22日の部会におきまして配付させていただい

たものと同じ資料でございまして、ここでの説明は割愛させていただきます。
次に資料２－３をご覧ください。こちらにつきましては、令和３年度の財務諸表に係る

知事の承認に関する評価委員会意見（案）について、これからご審議いただくことでござ
いますが、ご承認をいただけましたら、（２）に記載のとおり、公立大学部会としまして
は、意見なしと結論に至ったとのことで、評価委員会に報告したいと考えているところで
ございます。令和３年度財務諸表の承認に係る意見についての説明は以上でございます。

（鈴木部会長）
ただいま事務局から説明のありました内容につきまして、委員の方皆様、ご意見等ござ

いますでしょうか。

＜発言なし＞

（鈴木部会長）
私は、当然素人ですけれども、１つお聞きしたいのは、今年も利益は出ているわけです

ね、黒字になったということですか。全体的に出ている中で、積立金を取り崩したってい
うのは、何か理由があったのでしょうかね。

（事務局）
年度当初の資金として取り崩すということもあるのではないでしょうか。

（鈴木部会長）
年度当初ですか。年度末に取り崩して充てたというものではないのですね。利益が出た

のでまた目的積立金に戻したということでしょうか。これは毎年手続きを行っているとい
うことでしょうか。

（事務局）
黒字になれば協議を行っております。

（鈴木部会長）
赤字で取り崩す場合も当然あるのですね。

（事務局）
そういう場合もございます。
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（鈴木部会長）
他に委員の方々からご質問等ございますでしょうか。

＜発言なし＞

（鈴木部会長）
ご意見ないようでしたら、前回部会における札医大へのヒアリングや、ただいまの事務

局からの説明を踏まえまして、札幌医科大学の財務諸表の承認に係る評価委員会の意見に
つきましては、「意見なし」ということでよろしいでしょうか。

＜「はい」との発言あり＞

（鈴木部会長）
それでは、案のとおり決定いたしまして、評価委員会に報告することといたします。
引き続きまして、知事に提出する評価委員会の意見の文案についてですが、資料２－３

「（２）評価委員会の意見（案）」に記載しているとおりでよろしいでしょうか。

＜「はい」との発言あり＞
それでは、札幌医科大学の財務諸表の承認に係る評価委員会としての意見につきまして

は、案のとおりとして評価委員会に提出することにいたします。
それでは、その他といたしまして、事務局から説明がありますので、よろしくお願いい

たします。
（事務局）
ご審議ありがとうございました。次回の評価委員会は、第１回評価委員の本委員会でご

ざいまして、公立大学部会と試験研究部会それぞれで決定いたしました、札幌医科大学及
び道立総合研究機構の令和３年度業務実績評価結果と財務諸表の承認に係る意見に関して
ご報告させていただくこととなります。
開催日時につきましては、８月26日（金）10時からとしておりますが、新型コロナウ

イルス感染症拡大防止の観点から、本日と同様、オンラインにて開催させていただく予定
でございます。詳細につきましては改めてお知らせいたしますが、委員の皆様にはお忙し
いところ大変恐縮でございますが、ご参加につきまして、よろしくお願いいたします。事
務局からは以上でございます。

（鈴木部会長）
ただいまの説明につきましてご質問ありますでしょうか。
それでは、本日の議事につきましてはすべて終了いたしましたので、進行を事務局にお

返しすることにいたします。

（事務局）
鈴木部会長ありがとうございました。これをもちまして、令和４年度第２回北海道地方
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独立行政法人評価委員会公立大学部会を終了させていただきます。委員の皆様、本日はあ
りがとうございました。

（了）


